
症例テーマ別の記載基準

症例テーマ 記載基準 ガイドブック参考

＜すべてのテーマにおいて記載すべき内容＞

　✔心不全の疾病管理状況がわかるような【情報】

　✔その情報をもとに,【問題点】を抽出

　✔問題点に沿った意図的な【療養指導の実際】

　✔【療養指導の結果】としての,患者・家族の反応

　　（療養行動の変化，心不全の転帰等）

・心不全進展ステージの時間的な経過

　心不全に関わる原因疾患の診断・治療,病態の時間的な経過

　心不全の発症原因,症状・身体機能への影響とその変化

・疾病管理/療養行動,セルフケアの状況と,その経過と,関連する患者背景

・問題点を意識した優先度の高い療養指導：自己の実践に加えて,多職種と協働した療養指導

・治療や療養指導を行った結果としての患者・家族の反応（療養行動の変化等），心不全の転帰

※＜各ステージ,個別の状況＞を踏まえて,＜優先度の高い療養指導＞を実施する

第2章　心不全の概念

第3章　療養指導の基本

第5章　心不全の診断，成因，検査

第6章　心不全の治療（総論）

第7章　心不全の療養指導

(1)ステージA・B

　　心不全発症予防のための療養指導

＜各ステージ,個別の状況で押さえておくべき内容＞

　・ステージA：心不全の原因疾患のリスク因子の包括的把握とそのコントロール状況

　・ステージB：心不全の原因疾患の診断・治療経過の状況

＜優先度の高い療養指導の具体的な内容＞

　・心不全の原因疾患および,心不全の発症リスクとその予防のための療養指導

第4章 心不全の予防活動

第8章 心不全ステージ別の療養指導実際

　1.ステージAに対する療養指導

　2.ステージBに対する療養指導

(2)ステージC

　　初発心不全患者への療養指導

＜各ステージ,個別の状況で押さえておくべき内容＞

　・ステージCに至るまでの経過と初発心不全の発症状況

＜優先度の高い療養指導の具体的な内容＞

　・心不全の病態や知識,病の軌跡,疾病管理方法などの 初期教育としての療養指導

第8章 心不全ステージ別の療養指導実際

　3.ステージCに対する療養指導

(3)ステージC

　　心不全を繰り返す患者への療養指導

＜各ステージ,個別の状況で押さえておくべき内容＞

　・ステージCに至るまでの経過と心不全増悪を繰り返す状況

＜優先度の高い療養指導の具体的な内容＞

　・心不全増悪の因子に焦点をあてた生活の改善策や,新たな療養行動の提案などの療養指導

第8章 心不全ステージ別の療養指導実際

　3.ステージCに対する療養指導

(4)ステージD

　　難治性心不全患者に対する療養指導

＜各ステージ,個別の状況で押さえておくべき内容＞

　・ステージDに至るまでの経過と,治療抵抗性の状況

＜優先度の高い療養指導の具体的な内容＞

　・病状進行の理解を促す介入,アドバンス・ケア・プランニングの推進

　・QOLを損なっている問題点を踏まえた,苦痛増大の予防・緩和,増悪時の早期対処

第8章 心不全ステージ別の療養指導実際

　4.ステージDに対する療養指導

第11章 心不全の緩和ケア

(5)ステージD

  人生の最終段階にある心不全患者への療養指導

＜各ステージ,個別の状況で押さえておくべき内容＞

　・ステージDに至るまでの経過と,人生の最終段階にある状況

＜優先度の高い療養指導の具体的な内容＞

　・全人的苦痛のアセスメントと苦痛緩和のための介入

　・アドバンス・ケア・プランニングを踏まえた,緩和ケア・終末期ケア

第8章 心不全ステージ別の療養指導実際

　4.ステージDに対する療養指導

第11章 心不全の緩和ケア

(6)高齢心不全患者への療養指導

＜各ステージ,個別の状況で押さえておくべき内容＞

　・身体的フレイル,精神的フレイル,社会的フレイルなどの加齢による変化の状況

＜優先度の高い療養指導の具体的な内容＞

　・高齢者の特徴を踏まえて配慮,工夫された療養指導

第9章 特殊な病態時の療養指導

 1.認知機能低下のある患者へ対応

(7)心臓手術を受けた周術期の患者に対する療養指導

＜各ステージ,個別の状況で押さえておくべき内容＞　（単なる治療歴や遠隔期の指導は，対象外）

　・心臓手術治療（心臓電気デバイスの植込み,カテーテル治療や開心術など）の術式，術後の経過

＜優先度の高い療養指導の具体的な内容＞

　・回復過程での過活動や感染症等の予防行動,心不全の病の軌跡についての周手術期患者への療養指導

第6章 心不全の治療

 2.非薬物治療

【a】植え込み型除細動（ICD）　【b】心臓再同期療法（CRT）

【e】手術　【f】植込み型人工心臓・心臓移植

(8)多職種連携,地域連携の強化が必要な療養指導

＜各ステージ,個別の状況で押さえておくべき内容＞

　・多職種連携,地域連携の強化が必要な心不全の状況や疾病管理状況

＜優先度の高い療養指導の具体的な内容＞

　・どの職種,地域と,どのように連携を強化したのか,家族・介護者への療養指導

第12章　病院と在宅の連携


